
生活単元学習指導略案 

令 和 ２ 年 ２ 月 ７ 日 金 曜 日 ２ 校 時 

中 学 部 1 年  男 子 ５ 人   計 ５ 人 

指導者 村岡 綾(CT) 中村 寛治(ST1) 

    瀬戸 祥太(ST2)         

１ 単元 「幼児とあそぼう～楽しいおもちゃづくり～」 

 

２ 本時の学習(19／20) 

 (1) 全体目標 

   幼児との交流の様子の動画や写真を見ることで，自分たちが作って改善した玩具を評価して，そ

の有効性に気付いたり，幼児への適切な関わり方について考えて伝えたりすることができる。 
 (2) 授業で目指す姿 

  ①  幼児が喜んで遊ぶ姿や玩具を改善したところへの反応を手掛かりに，自分たちの作った玩具を

評価して良かったところやその理由を伝える姿 ＜思考・判断・表現，主体性＞ 

  ②  自分や友達の幼児への言葉の掛け方や働き掛けの仕方に気付き，幼児への適切な関わりを考え

る姿 ＜思考・判断・表現，人間関係＞ 

 

 (3) 個人目標     

生徒 個 人 目 標 

Ａ．Ｒ 

(１年，男) 

 幼児との交流の様子の動画や写真を見ることで，交流時の自分や幼児の気持ちの

イラストや自分が良いと思う幼児との関わり方のイラストを選んで教師に伝える

ことができる。 

Ｏ．Ｒ 

(１年，男) 

 幼児との交流の様子の動画や写真を見て振り返ることで，自分たちが作った玩具

を評価して有効性やその理由を伝えたり，幼児への適切な関わり方について考えて

自分の言葉で伝えたりすることができる。 

Ｋ．Ｍ 

(１年，男) 

 幼児との交流の様子の動画や写真を見ることで，自分たちが作った玩具を評価し

て良かったところを見付けて伝えたり，幼児への適切な関わり方を選択肢の中から

イラストや言葉を選んで伝えたりすることができる。 

Ｔ．Ｋ 

(１年，男) 

 幼児との交流の様子の動画や写真を見ることで，自分たちが作った玩具を評価し

て良かったところを伝えたり，選択肢を参考にしながら幼児への適切な関わり方に

気付いて言葉で伝えたりすることができる。 

Ｆ．Ｙ 

(１年，男) 

 幼児との交流の様子の動画や写真を見ることで，自分たちが作った玩具の評価を

して良かったところやその理由を伝えたり，友達の幼児への適切な関わり方に気付

いて自分の言葉で伝えたりすることができる。 

 

  



 (4) 実際【①，②…は授業で目指す姿（資質・能力）の評価場面】 
過程 主な学習活動 指導及び支援上の留意点 資料・準備 

導入 
(10) 

１ 始めの挨拶をする。 
２ 前時を振り返る。 
 
 
 
３ 本時の学習を話し合

う。 

 幼児のおもちゃへ
の反応や自分たちの
関わり方はどうだっ
たかな？ 

 
・ 幼児と交流した写真を提示すること
で,改善した玩具を使って交流したこと
を思い出し,振り返る活動につなげるこ
とができるようにする。 

・ 絵カードを用いることで，楽しかっ
た，頑張ったなどの交流時の自分の気持
ちを振り返ることができるようにする。 

・ 振り返りのポイントを提示すること
で，幼児の玩具への反応や，幼児との関
わり方を意識して見ることができるよ
うにする。 

 
・前時の幼児と 
の交流の写真 

・おもちゃ作り 
 表 
・学習計画表 
・「楽しかった」 
カード 

・「頑張った」
カード 

・振り返りのポ
イント掲示 

展開 
(35) 

４ 交流の様子の動画や
写真で，振り返りポイン
ト①「幼児のおもちゃへ
の反応」を振り返る。 
(1) 動画や写真を見る。 
(2) 振り返る。 
 ア 自分でおもちゃ作

り表（プリント）に
書きながら振り返
る。 

 イ ペアで話し合いな
がら振り返る。 

  ・Ａ．ＲとＯ．Ｒ(ST1) 
  ・Ｔ．ＫとＦ．Ｙ(CT) 
  ・Ｋ．Ｍと(ST2)   
 ※  Ｋ．Ｍは，Ａ．ＲとＯ．Ｒの

ペアの話合いにも
入る。 

 
 
 ウ おもちゃ作り表

（掲示）に記入して
発表する｡ 

 
 
５ 交流の様子の動画や

写真で，振り返りポイン
ト②「幼児への関わり
方」を振り返る。 
(1) 動画や写真を見る。 
 
(2) 発表しながら振り返
る。 

 
 
 

 (3) 幼児への適切な関わ
り方についてまとめ
る。 

① 幼児の玩具への反応については，喜ん
で遊んでいた，遊べていなかった，つま
らなそうだったという選択肢だけでな
く，幼児が楽しんでいたところや改善し
た点が有効であったか◎，〇，△で評価
するようにし，その理由を確認すること
で，自分たちの作った玩具の有効性に気
付くことができるようにする。 

・ まず，自分で考えて気付いたことを書
き，次にペアで伝え合って考えを広げ，
最後に発表を聞くことで，友達の意見を
受け入れて更に考えを深めることがで
きるようにする。 

・ おもちゃ作り表に書き入れることで，
玩具の改善の経緯を踏まえて振り返る
ことができるようにする。 

・ ペアで振り返る際は，タブレット端末
を自分でも操作して交流時の動画や写
真を確認することで，話し合いながら振
り返ることができるようにする。 

① 交流時の写真と照らし合わせて自分
たちの作った玩具の写真と表情カード
を選択肢として提示することで，Ａ．Ｒや
Ｋ．Ｍが，幼児がどんな様子に見えるかを
選んで伝えることができるようにする。 

② 動画や写真を提示することで，幼児と
目線の高さを合わせたり，分かりやすい
言葉で伝えたりしたことに気付き，自分
や友達が相手を思いやりながら優しく
関わっていたことを意識し，生活に生か
すことができるようにする。 

・ 各生徒の発表を要約して板書するこ
とで，友達の意見を受け入れたり，自分
の意見を再確認したりしながら幼児へ
の適切な関わりについて考えることに
つなげることができるようにする。 

② 幼児への適切な関わり方について，自
分や友達の意見を基にワークシートに
書いたり，選択肢から選んだりすること
で，まとめることができるようにする。 

・おもちゃ作り 
 表（掲示） 
・おもちゃ作り
表（プリント） 

・テレビ 
・パソコン 
・◎，〇，△シー
ル（Ａ．Ｒ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
・タブレット端
末 

 
 
・前時の幼児と 
の交流の写真 

・玩具の写真 
・表情カード 
 
・動画・写真 
・思いやりシー 
 ル 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ワークシート 
・関わりのイラ 
スト 

終末 
(５) 

６ 次時について確認す
る。 

 
 
７ 終わりの挨拶をする。 

・ 次時では，幼児と関わって感じたこと
や，幼児が自分の作った玩具で喜んで遊
ぶ姿を見てどう思ったかなど，自分の思
い出を振り返ることを伝える。 
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